














































　平成25年2月に国際交流関係者など17名が参集し、本市の国際化の現状やアンケートの結果を把握

したのち意見交換を行いました。主な意見として、「雇用組合や在住外国人から防災に関して多言語で

の資料の作成」や「避難経路の伝達や防災訓練などの必要性」の意見がありました。また、「どの国の人

も参加できるイベントの開催」、「市民に対する国際理解の啓発」、「中国語での歓迎メッセージ」や「中学

生海外派遣事業などを市民に広報すること」などさまざまな意見が出されました。

　平成25年5月に再度、国際交流関係者など14名が参集し、四国中央市国際交流ビジョンの素案を説

明したのち意見交換を行いました。主な意見として、東北大震災などの視察から災害に対する施策の必

要性や短期海外留学の応募がないなど人材育成の啓発について提案がありました。

3．国際化懇話会の意見（国際化に関係している人たちの意見）
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